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樋群勉デ’一鱗磯1雑鱗贈翻，嬬脚撫灘禰、麟灘謝鞭嚇韓物
蝋継郵徳麟辮騨1康鮪㍍裁蕨瞬鷲婦調とやて瀬勲畿に
影
、
琴、欝く　レ善細筆騨願が瞬灘た撫蕊虞あサ　悉職貰灘客癖騨べ　が溶グ1毎でも同購醗研究が

蓼毒れ亀ので・擁篠盆癬の、1融理学蜷？ヤきぎ騰ら1鰭毅為な資織摂蔑騒幽餐鰍　、～、

　1ヨ麟載晦溌鍵紘脚約長v欝ぞ建？撃韓縄）、騨つ軽ぐ概究が篠塗齢麹鶴、賄膿地点熱ウ拶劉、ぎジ母

航蹴螂壌齢、座標蕪喉卿鵬㌧雑、騨聯講轄、、聴脚映麟鰍
深度鱗縫驚に位置する．（第駕図〉
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郷聴i、露麟蜷総麟慧雛愈鐵
　　麟線は糞籍嚇麟灘麟の予額範麟
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地質調査所月報（第鷲巻第嘉号）

　慧アの岩相は底部に薄い泥層があるほか砂質泥に近い泥層とシルトの亙層である，、こグ）隷ア

はダイアトムCη，有孔虫⑥，と花粉分析法に，歎つて研究され，花粉分析の研究はソ連科ま壽桑

アカデ1ミーま患！霞棚肇鷺鏑fで才学なわ彦Lた萄

　慣アコ金書穫を凝韓蝿に詫ジきけズ；荏玉鵜｝づひ勢筆をゴ手登なマ・，　中舟終吝βて捜愈30岬姦G“鶯ごとキ凱とぐ）ため舅共さオtブ！こ

沈殿物の量で§～聯暮の聞であつた，，花粉は多く発、発、されたけれども保存が悪く，その地では

針葉樹植物の花粉に同定されるものが多い．．践ペクトル表現による花粉一胞争の組成から，二窪

ア隷・婁っの麟準に区分される、、これらの関係瓢おいては樹木と草本の花粉の含有傾向において

違いがあ診，それぞれ特長づけられでいる、，胞子は全欝アを通じて多少グ）差はあるが普遍的に

層寒つている濾ユ）務（き第2懸i）

　下方ジ）翼V層準の試料採取間かくは呂薫○瓢から鷲・○黛撫までである．この層準を．全体的に・特

長づけるのは草本植物の花粉が比較的高い含有率（露勧・ら薦駕）であることと，驚勲○螢から

叢3藷雛撒の間では含有花粉が　（乾燥の沈殿物難藩申1惑鞭粒以汗旧ド）低率であることであつた．

　花粉・胞子スペクトル曜ぴみれば，深度鴛澄2蹴灘アの底部には特異性があり，上位び）組成と

は区別される．この猟ペクトルでは草本植物び）花粉が鱒駕で優勢となり，樹木植物ぴ）花粉は

艦駕で，胞子は播駕，樹木植物の花粉群中では鶏樺（39％）と針葉樹（欝％）が優占してい

る、針葉樹の花粉は1態箋、念ながら保存が悪く，袋状で空となっ》ぐいるもび）が多くて鑑定すること

がでぎない。　単粒型グ）毫、の以外ではA覇£s　（モミ），　｝峯鎗㈱　（ト財ヒ）う　蓋）組撚　（マヅ）　と
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花紛胞峯の一轡登緯成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 樹樋爆、の花紛総礁

　　　　　　　　　　　　　　　轍…　麟蕊蕪霧雛騎　1　亭

勲耀撒融ノ御％欝〃瀞瀞諮ノ〃翻箔8鍵辮磁％∂2醜ぎ鵬〃滋o、簿％∂溜4薦乱勿％

広蓼嚢糠物科」熟r驚細S撫　　　　1

懸鰍薩雛趨髄i
　　　　δぎβ4〃6〃％

鏡驚瓢　　 嚢淑濃鐘蔓鳶華乳澱妙集海繊濃1礁〉欝ア轍よ恩胞峯・掌鍵鐵｝のダぐプゲ讐ム

　　　　　　　　　　蓋・一毒講1寒、灘、薦の詫縷｝

　　　　　　　　　　窯一一霧灘本議霞翼疑）霧懸

　　　　　　　　　　3一騰　　　　挙

澄蓋）　層準の瓢載はわれわれのいう翻上部陣の下方にあたる．ソ連科学院の海洋研猟欝の判定

　　では，ω）書い蟻層か拳〉，よ！）若い地屡に移るとこ苓の麟準は金欝アからみて，齢ド紺撃の
　　、、 ヒカ串にあたるゆ

難蕪一（慧誌墨）



賑1本濃誉錘羅嚢窯欝拶？1・こおける／｝麓 許 孝怠影う匝｝餐？　（オi、、饗髪井i騒叢尺）

K磁礁撫鍵藤（シ・マモミ）が決定できるが総禽して雛難鷲虻ヲなことは，単．にセ麺　綴瞭（マツ科・）の

花粉姦　耳むといえるだけである。A癒漏（ハンノキ）の花粉組成は玉（）驚を示す，

　広葉樹や硬葉樹の花粉は全体といぐ欝霧を占めており，ぞのなか媒はC蟹￥1薦（ハシバ樽，

c鍵瞬／照（クマシデ），遡瓢囎（憐レ），蝕霧1註漏（クル剣），Q鰍鷺薦（『ナラ），M牒難砂ワ），

L墳嫌轟織癒紅（フウ露魏妙錘鰍（ヤマ曇予），工i難ぐ勘チノキ〉触どがとくに灘誰機れる、

　この麟準の、．i．二位は針葉1樹の禽有率が嵩いのを特長、縁気、．撚（エ繍は認一惑○簿含有する、，　この

層準でイ峰翼にみられ鵜のは．鰹欝躍sek，潔騰みヂ縦タ（ハでマツ）の花親が恭6駕を占めてい愚こと

である軸　，タト麟ξ拳戴といわ才L礁金卜璽農輝琶の鰹漢一・・隔K雛轄籍韓ご熱　（シ哩ア滞箋）夢　ド、£獣馨＆（ツガう多美曳療Q鷺綾r難駐s

（マキ），S鷺i羅叩1妙S（講ウヤマキ〉一一などゲ）花粉は常に2～馨露の数 P嚢亦す，、　誤統的には

£犠P鷺欝懸窺鎗無蕪（鷺ノキ牽尋〉　と丁護x顛1熱c鳶雄鱒（イチイ麟｛）のマ配灘｝が出懇発摩珊るわけである』の種1

羅，の含有量は8惑賄慧から騒路論領の騰準において全体に対して36タ6に達する．白樺や．ハン．／

キの花粉は科で激とめれば憾一蟹霧ぴ）数量を示す、，広葉樹や硬葉樹の二種爆，の花粉はいろいろの
1
、
潮
・禽一ぴ裏昆譜三しシ　歳麟翼くとして難～2§．％甲費ある。

　非樹木の群では　A践燃癖露譲　（躍モギ耀茎）の花粉が膿一7895を構成し．とくに著しいものは，

c魏難鷺《）騨）（難載窺館畿馨（アメ置ザ）　と　G駕麓騰i撒鷺鼠馨（〆デネ科）　と騨響ある力三蓼　茎ぎ噂薫疑）写芭瀞曇ま鱗美恥立とな郵）」駆

とき藩れる、、欝嬰ギ属は下部層では花粉・胞子1全体の繍鞠囎％嶽ゴ構成する．

　胞茅雛つの麟準で含有率緯％，以下であり，ただ一・部分（深度慧．嚢○雛）で鷺駕に逮して

いる．胞子群としては全麟獅ly茎）撮iξ玉雌礫（ウラ承シ科）のものが優占1約である、数量では少

ないけれどもCy撮癬細姻へ羅“科），S玉滋騨副縣（ミ「ズゴケ科），菱鰯副縣僻轄類）の／砲子が

滋三目される、．これ、らのと同じ組成系ダリとしては○欝瓢竃齪捻（ゼン亨イ科）の胞許が婁讐宏隠される、、

　卿；萎準は鍛幡から＄認騰釧識瞬沈つて、・．翫ン）層準の特長は｛本植物の花粉であ恐

が，含梅．薫はすこL少なくなる．こ．れ，に相応L・1て樹誘種植物の花粉が剣　　わたつ眉加し，

6解5から欝麗を示す．藁本植物¢）花粉は濤つの騰、準で鎗～懸驚を、拳し，胞子はS駕から雛

駕までである、，樹捧薩雛の花粉群では；樺科が優占的でεもる。　Abl総受姦珊ミ）花粉は金．層を講磁じて

みられたが数、 ．＿しては2～憩驚で少ない、、馬篭郷（マツク花粉は瓢、妻準の全層にみら嶽　　か

なりの数至　（2（〉～s蕪タ5）　i遷羊ぎさオLる．　こφちちには　／0掘s献勤、嚢羅漁惣羅　のぞ麟3〉力識憂占し、，

君齋灘3呂蕪L　醗㌶遼酸y31愈i－4・駕を墳禽更、，て髪（る、，

　賑1鯵でとくに著し、い興味は藤外来種鰹針葉緯融tの花粉であ恐，丁畷騨（ツガ）が藷の大部分

てき塾　≧欠1こ　P（x玉｛）c撮・欝雛欝　（饗置講」），　D猟窪y雛1鷺糠脹き＄（蔑叙叢曙翼ty鍵　（煮！ンーセーぞキー），　だギ撫x（x藁爲驚三　力窯凌）1）皇

コァグ） ヒ方にはあ醗，タわ離、ない、，．ハンノキ，白樺め二花粉は・1二層で，それぞれ謬脚欝霧み1“れ茅、

数粟が簿しいので注欝されるものは「広葉樹種や硬螢種の花粉で全体にわたつて多き叢の、継「成を，≒

す。そのなかには重詠繰鷺鷲8（カシ），　Acαぐ曇ミジ），　ぞ髭／藤　（シナノキ），　α浪蕊（瓢ノキラ，

0賦ry設ぐアカザ）磐　（隷r麟撚総（シデ），Jt璽／撚罵（クルミ），（議業y慕（カジヤ）襲Z融／韓v畿（ケヤ

キ），P鷹・幡雛（サiηル1ミ），Rを購（ヴルシ），織慕鵜（ブナ〉，靴x（櫛チノキ），Ll卿簸三・

翻）継（フウ）　のような種が優勢であ！3，　M瓢総縣蕪（クワ科），Ar磁購鐙（ウ欝ギ科〉，

M貫瞬£鰻緯（フトモ築科）・騒貰茎鰍c縣竃蕪（ヤマ曇二薦科忍　8纏）熱礁歯c轍糠（ムク翼ジ科）のものが

あらわれる．草本植物ぴ）花粉は全羅アを通じてA　t燃i磁（難モギ）が優勢である、、胞子の）

ちで単独の粒でみられるP購y御礁細繍繋（！〉ラボシ科）やC》職1搬駕鰍黛（ヘヅ牽わの胞子が優

占一する麟

　、膨馨準（嚢諜○～瓢鐙騰）で1よ，あ〉たに翼本植物の花粉が増加するという特養藁があり，これ、

は2嚢一欝％の組成を示す、樹木種植物の花粉は灘一蕪露、霧を示し，胞子は羅一慧○綴と蹴る．

　　鷲層準の樹木植物の花粉のうち，　讐Lい増加は懸一菊傷の鞠樺の花粉でもつ、！二も。試く観察

駕れる．針葉樹では撚鷺膿鷲～鍵駕と鰹窒壽欝鷲k，鐸爆翻磁欝一照駕が優勢である，、A媛総

（冊ミ〉の花粉は毒～欝駕の数蟹で1驚、）る．広葉樹や硬葉樹の種属の花粉のうち，総体で慕御馨、

％を占めてお！），騨独の粒でみえる花粉では◎雛鋸獣礁（ナラ），U／撚難（黒レ），卸璽聖総S（ク

蕪黛一（慧農蕪）



糞懲i欝蘇礪三査穆了月幸幾　乱第葱7巻；　誓罫墨曝・）

、ルミ），£瀬導滅瓢綿（シザう，£繍y擁＄（　ン．バ1ミ），丁墨1組（シナノキー），蛋騒x（モ1チノキ）夢鍬餐ぎ擁寝竃

（ヤマモ謄〉などが澄）！）滋講iさ藩しる．螺裁饗畷笹ζi勢の才幹紛のうち・全体として憲モギソ萬の璽五藩｝が多く，

総一難駕を構成す鵜、蒲階ギの花粉は翼ノ、，1鱗工1の花粉離胞1の滋数中では纒一鍵駕である，、饗モ

ギを除き草本び）花粉群には，数藪はかな舞少ないが，Cl禰嵐鱒畷iξ贈総（アン々ザ科），鷺蜘細繍融

（ツツジ斜う摯（貰撒驚媛轄芝騰（イ語季1・）と蓼誰．曇凱などの呼総整ン爵＆めだ頒）毒／搬子は蒙蔑撫勺な挙詳拍薩と欺つてマ・る、、

　　璽層準（難一薗・／0螢）は最．．1織1であ1），とくに樹木穂物の花粉がすぐれ，臆一綴駕を占め

鱗1本類翰花粉は黛～蕪駕までに減少する。、そして胞避は難一慧駕瓦ノか認められない．　紅樺は

尋・紹識占嗣属，葉樹揖麟嚢樹の花粉馨．、．1三体で尋一8駕を掬1鳳、，、，1鉢となる¢）は勲獣灘（ナ

　）　で，　また、擁婦本の鞍1彩｝藩鋤と1してみえ・1　｛、の鉱　C羅茎擁凱薦　（シラ粛），　C（鑑》塩総　（，ハシ・、バミ），Tl1魚

（シナノキ）夢」犠麟襟雄（7。ノレ蔑〉，嵐葺翌簑蟻8＜ニシノ、〉ンA輩轄（モ領ジ）卵（愚簑｝圭（骸夢烈y猛t慧登（カツラ）

悪鉱ど灘£凌〉る。

　奪　彗楽蚕4）マ蕊壕勇渥洋のうちでは鷺モギ’ノ属，　アカ夢評属．　ナヂシコ潅蝿まめ牽導診　蟹り率導など力誌雑壌l！のマ芭

粉寧姦となつてみられる。／撫ぞ一群には、i）（）聖y欝（）鐵嘉駕融総（＞皿ボシ辮塁）が優i占して』・る。

　恭6（濾報三，彊の雛アの胞爵馨花お懸鋤戎に残・て1は分夢葺淵讐轍こよれば，；唯積麟形ノ糞欝欝穏に窯廼財）著

しい変化が生じている。翻外来種磐の針葉樹・広葉樹飛硬嚢植物ゴ種の花粉含麿は灘アの唱1ぐ部にお

い　ぐ，、鉦ゴ1豪、、鯵のも¢）よ舞も明らかに馨いことである。｝L方の麟篶麹こゆくに，／、、〆た1がつて順1欠に

下にあげるような種類の胞了・馳花1紛が臓ペクトル図誉Pからきえさつている9蓋熟鮮瞬隷撚（ハ

仁讐つ，＄融輪緯欝（濃ウヤマキ），敷y緋鎌蹴熱（て濫ギ〉，Li解1轟慰罵（フウ），£鍵y叙力

夢ヤ）鮮欝靴貰浦慕鶏徹（サワク“ノレミ）勢z麟《灘v難（ケヤキ）語

　このように灘1上¢）劃　驚には1去葉樹があ聾そ¢）、うちで墓幹とな．るΩ総罵囎燐導ぴ）たくさんの

種が注函に値する．蟹層準の特長と1し、．て著しくめだつものはツガ属の花粉であ賛，萩た種の段

階ではつき！）と確定されるものとして韓ミ，鎌ぱy慮撫憶，＄c熱薮）騨ty溝（濃ウヤマキ），K礁磁鷺轄熱

（シツ婆嶺）と藍汐ト来1》の劃葉樹種があ碧シ仏葉樹や硬葉樹は全．体にいろいろの形のかたまり

撫覧、、ズみられる．叢層準の特長は胞子・斡花粉構成スペクトルにおいてカ．バ属の花粉がさまざ窟

に婿加郵る瀧とであ参，蜜た《蕩外来齢針葉や広葉樹の1花粉が減少することである．このごとは

欝、．霧準の耀三積ノ、、琴形成≡期聞中に　㌔霧条件が悪くなつたこ煮を隷三明する，ようであ葛、

　糞　i鱒餐毫¢）胞、子韓花粉構成．裟ベクトルは爆辺に遵三え孝植物樹にいくらか変化が生じたこ、』

を示してい恐．研究実験〔勤の成果瓢よれ1、潔，海岸かbかな夢遠方の沖まで針葉樹の花粉が

持ち越こばれるのは、眠、鞭があることで風によるものである．叢罫．本の花粉は風で吹きとばされる

花粉．よ鯵董、比較的近くに沈殿㌧ン遠い海申において／汰発発。されない．そのほか，箪本llの花粉

は麟f埣種お／慰藁交熱、て葦1つ寸瀧力、し力絃熱譲嚢さ薄㌻オ糞いむ　このこと熟蔦ら，みいぐ，薦、星1講親灘濯のマ総灘分爵精・ずカニ急の轡穿

有し、か示さないならば次の瓢とが証明されるだろう。その花粉の発盤．地は36G2地、薫から比較

的端方でないと菰ろであつてし、かも陸地になつてお！〉，そこには響1原グ）メ鋳禦見が灘え鄭れる．現、

在慧の総○慧、点の観測点はi三1本海の中心部にあつて海．岸か羨）はかな参遠麟こある．このように

まつたぐ齋理的に灘えてくれば，胞子轡花粉図表（、猟ペクトル）の結果，蕊韓地点¢）識アの最

、．1ゴ馨準は樹木種の花粉で占められ，その中閥は調、漿樹種であ夢，それよ鯵下方4）深屑1準には

草本の花粉が1、．、鈎・含壱、嘗、藏示すのであるから，次のように仮定できるだろう．すなわち，編糖

、転から比較的タ「毅いところに隆地があつたこと，叢た基底の地騰llに花粉が入！）やすか♂．）たこと

である。

　観灘点総繊は隊本海の中央探海の盆地の南部にあた、参，1度謙懸撚である．陸地・・　沿海

州お：ii本の沿ヌドー・一一認購／隻にして灘轍蝋以一1．酪はなれている鱒花粉がは轍ばれた源と／、．て，大

きくみれば沿海州や東支郷や北海道と本州北部の／i…物が考えられよう．総㈱、転の南方において

大和海底隆起．があ9，窯つの拝．1脈が翠轟．慧されてお！3，その閥に狭い閥地をもち，北北東方向に

のびている．南東1、1、i脈の最蕩峰竃ま幾分1婁．事1くテ深度譲（鴻細500鵜のあいだにみいだ慈れる。その

1嬉搬の議鍍蟻部は慧馨7矯で・慶1》一｝　漕ヒ慶鍮、i親廉のう麗でも藻1一’深懸3／蒙3＄3盤である£壌欝農　この桑毎遮1瀬の

薮）一（猛絡）



繋本薯纏海底窯力断にお1ずる胞二罫　 1鶴拶｝分析（小蜜サ舞蝋鷲飛）

／欝｝戎瞬らみて1三1瞬説幸毎の7K憂鯵が蒙x）驚ゆ謡ら置罫（）1）（紮鴛嚢桑噌i・釘るな鉾二蝶ず雲3縦薫、1鎌濤軽淳£弩におい隔（明

…
き
か にi簸地が現1｝恵るという関係が考えちれる、，この陸地は舗膿、燃翫とつて最も近いE蟻地と

なつて現われることになる。われわれの観点が1誤すれば・たじからし齢淑三明として，下層の、胞

子・花粉スペクトル中に草、本類の花粉がテ、、iい含有率で出環す嶋ことは，総02、1、、丈から南方に藁本

植物で占められている基盤として磯島諒麹在したことが推定できる

　雛醸｝窯、轍のびアの研莞で響藩ら薄㌻たゴ或棄裂をさ辱に拶難1響づ㎎るため綜麟擁醇毎で｛）う笠擁叢の欝アが麟肇鷺

され、ている、，　そオ集は禦灘慧、転でヴずチヤジ李母几鋒笠？一数歪に灘摯，　ブく種窪盤の爾鳶灘lj灘》）；翫余遷漁1に

泣置レ，深度欝鋸瓢である，，そぎ）座．標は北緯鍛噂膨，東経鍛ボ響創である．講アは墨．鵜購の

長さで，それは絡姻の試料にわけて研究された』グ）試料の大部分には花粉や胞畢の数が耕常

に少なく，乾燥試料蕪蕪に対し憩蘇粒以下である．どの試料でも針葉樹（ヶ大型の花粉粒がある

が，それらは覇度堆積したものと考えられる、，花粉は闘く化1石化し，裂けている。、嚢．鰐酬騒．難雲

mの膳準の試料で観察される花粉の含有率は非常に少ない．花粉・胞子の数は乾燥沈殿物欝霧

中に約器○○粒であ護　樹木種¢）花粉は磁％で・藁本類は麟瓢胞子は慧驚であ駆樹木種の

花粉群のうちでは針葉樹が優勢であり，全体で驚％を示す．針業樹のうちではトウ1二の花粉

がめだつている、，広嚢糠／のなかではハンノキの花粉の鴛霧とカバノキ花粉の蕪駕などが顕…箸

である、，そのぽかに膿レ，ハシバミ，ムク獄ジ科の摩粒が舞蒐察された1．叢本趣鞠の花藩擁単には

饗モギの花粉が多く欝％を伊モ成する．こ1の濠かに観察された君謎粉には，（語撚榊磯繍（キタ科〉

1寵鼠｝先∫，なおアカー野恥トは駁｝％とイネ幸’iは難ヂ6て聾螂恐．憶アのヒプぎにレ争くにLたが畷ブぐ鱗麟畷1藏

物の花粉の擦葎汰≧欠第轍減少して精ナ木種の花粉が比較的蟻煽する、，；最、．ヒ部の試料では嚢，〔欝騰

から始ま’）て黛．肇雛癖講た蕃）樹木種の花粉が優勢に糞嫁）．それは　奪有騨に美、て繕一欝、％を示

す．聴本植物の花粉は欝一欝．％である。

　この組」戎に、よつてみれば，鴬騰薫地、薫の濃フ誓こよる全屡の堆積環境（）繋i襲において．難酬縄程

勲球酬罫の 瞬てか加璃いガく準悪で）を示すもので麟讃繊地ll鱒ガ臆剛嘘れ
うる，、照灘地、燕の葺懸準からとつた試料では箪本類の花粉欝有が滞櫓・であ！），この，、濠くからみれ

，ごあ塞静遠くないところに陸地に相1するものの存在が示されている。ごの陸地は騰．本類の肉

集団（藁原）によつて占められてお1ラ．訟の植物がもととなつて花粉が入つたのである、、

　舗鍛地点の慧アは，サイドバ（＄離螢罪轟，鷲．嫉，〉の有孔虫分析によつ℃農つの欝準に1滋分さ

れた。その層厚関係ではわれわれが胞子・花粉分析で賎分した層準と近似している．有孔虫は

五と叢の層準では発見されず，その隣接の講アで砂質深海型有孔虫が発難された．叢とWの層

準では石灰質の底棲型有孔虫が発艶麟隔たがこの研究をもとにし戦ぐ次融ように推定姦れる．す

なわもこの層準の堆積腕脚抑深さは薫⑳無功略慧，㈹撫以．i：騰なく，すなわち現在の水

裸i・．虹1）も蒸、，淑x》酬黛争駅｝（難黛少なv・のであ妻峯c蘇窪岱

　このような構成から，総繊地点の貰アの有孔虫の研究は貰とWの層準形成期にはi嚢本海の水

準がヨ箸しく低愚下レた；ことをはっきり、蔀し“ぐいる．　と　りもなおさず，　その地」或は海水か　ら浮．熱

し　つゑ聲大和堆の金区域の！，薩り．ヒリであ澤と考える．
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　　セチキ＋は　（淑鵜轍K欝燕，π凱V．）C7〕はこの隷アから水オ妻ダイアトムの組成を研究し「ド，5繍

爆茎に落：分・し，翌、　（（）～凱蚕〉膿），翌登ぐ焦叡）～1覧§（）搬）　とー下鎖～V（i琶ぞ8～！乳蟹糞貰）方蔦ら鍵こ；1ヒ読ブ廷襲

一1幸ぎと薩紅ヅy孟膜一薩ヒ《7）孝ゾイアlx藩ジ種．｝蓬もノ〉甲ご三i畿蓑馨を・きめノ瓢⇔　と㌢慧力蔦く鱗盤㌧・六藍こ二と1こ1’歳欝！響鞍餐移種！鰹、カ＆

採集されたことであり，ダイアトムの極地棲種属は欠けている。．生態学．1、二からみれば，亙騒準

の関係化二石群は墓本的に！議海洋棲種のダギアト．ムを奮み，猟どV層準の化石群は浅海棲と沿燦

藩妻ヅ）1種ノ萬てきあ樽、，置v／韓撫1（5、張》岬逸｛》．33鴛逢）　／こ卓愈ダ㌧ヂア1卜．ム　（墳艶密な1意曝ぐ蓬／敦桑纂嚢頁）　力監一 ゴ鄭で，

真1正賦）ダィアトムは欠けてお1，），欝課○一驚，33m間に二1うずかに含まれる、難　（L40～焦8Gm）

と夏v（ユ（）．薫（）一i（》．3諺類）の，鶴童韓におけるダイアトムの組成は亙と鑓：矯主韓とはつきQ区馴され

た。下部1こついては北1方一極地種．数1こおいて優勢ではあるが，北構㍗北方種のタ㌧ギアトムが簸に

おいて支配している．登とW層準の化石は基本的には浅海棲種であると決定された、，菰ういう

ことから3熱膿地・轍の慧アのダイアトム研窺か薪、次のようにいうことができ為。1三1本海は現在の

時拷／で最も深くなつてい薦と考えられ、導』の意，見をもとにすれば夏層準（（》一董護（泌⇒には

海洋種のダギアトムが含まれ考餌こと，残余の騒準には浅海棲と沿岸棲のダイアトムの種が卓越

し、てみられ，1三1本海の深さが最も小であつた時期をものがたるものであ恐。壽

　　、欝馨購の始めに／’、柔ダずアトムの淡水型があ！）陸地紅接近していることを細舅して、・・る．堆積

を生じている問に朝1壷〉寒冷気餓があ愚ご、と1をも観察できる，、い1いかえれば，登，葺Vの麟準が

ラK浄舞藩／気甲ぴ慶）懇｝、、　置　とi涯とV／馨痒鯵ほ導翻音ilと1・汰濠幾湾く藩ぎと／携シ郵麟朝li寺イ隻に率肖1藤滲㎜≧る。

　S導｛）灘也、苧乳ぴ）雛ア（り醐羅黛鰻竃渠爵為ら1欠グ）糸吉許蒲力慧踵緯3凄聾』すな｝！つち、　日．擁癖蘇盆彰こ慮δけ偽．1－慰1輔（り質弄響雛

馨1甑東にi共通の気候変化と結びつけられるし　その形成期閥の蝋候変イヒを知ることができると

いいちる》．Wと掛顛準の沈積期醐には気候グ）状態は明らかに北東シベリヤの氷河時代と関係／、、

た寒冷期がある、、生物にとつて最良の気イ鍵状熊嶺礪準¢）形成時期であ1月層準び）地層膨成期

は後氷溝時代に合致する．この間に海と陸の分布には全体とし．て著t．い変化が生じた、翼V層準

の地層形成時代1、二は最大の海退が観察され巻、，有孔滋分析の資料によれば海水面は現在よ1パ、

隻，難叙）一黛，Oo（）mも低かつた．こうして翼欝馨準のま樵積の期間は海退を生じ海水準は現籍三よりま，静o｛）

・一i，難00漁低かつた．海退時期の1三L本海の広がりははなはだ狭くなつて1・鷲本海は孤ぱ盈した海

．盆1状（ありうることだが）であったと惣、像瀞淑，る。舗0窯地、轄から繭．方は陸地が広く分布し、、，基

盤の陸地には草本類がしげっていた。璽雛薄準の堆積形成期闇に海は浸入t、・，海水準は現在より

も／氏毒γ）た。　翌／潟準婆び）ま鮭素責ヲ離ナ幾講胡1粥に1演？毎1激きらにぞ受．入して爺乏ヅ貰となり，　幸療71く欝麹濾｛見冶三，よ1、）｛，

縄まつた．、1三i本淘≡の慧ア紅ついで胞子・君三粉やダイアトム分析によつて区．分された層準はオホ，

一ツク海やベーリング海や太平洋，窺四部の濃アの区分び）層準と一致した，、α，慧，3，勾
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